
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の自立と社会参加を目指し、一人一人のよさや教育的ニーズに応じた
教育を推進するとともに、心豊かに生きる力を育てる 
 
 

深い学びにつながる授業改善の推進 

○ 育成を目指す資質・能力（三つの柱）を踏まえた 

   個別の指導計画の作成 
○ 単元のまとまりを見通した授業づくり 

〇 自立活動の指導の充実 

○ 授業改善につながる各部研究の推進 
○ ICTの効果的活用と校内研修の実施 

〇 学べる学校 

〇一人一人が できる学校 

○保護者、地域と 学校 

目指す学校像 

〇思いや考えを できる児童生徒 

〇自分や仲間を大切にし する児童生徒 

〇「やってみよう」と 児童生徒 

目指す児童生徒像 

〇専門性を高め 教師 

〇互いを尊重し する教師 

〇活力があり新しいことに する教師 

目指す教師像 

学校教育目標 

安心安全な環境と 

豊かな心、健やかな体の育成 

○安心安全な教育環境の徹底と事故等の未然

防止（自分事としてとらえる意識の向上） 

○自己有用感、自己肯定感を高める活動の工夫 

○道徳教育の充実 

○文化的・体育的活動の充実 

地域とともにある学校づくりの推進 

○センター的機能の強化（高等学校のニーズ） 

○校内支援体制の充実 

○学校運営協議会を核とした地域と連携・協働 

した取組の推進 

○ＨＰや学校公開等による積極的な情報発信 

〇新しい鹿特と新校の開校準備 

校訓 

スローガン  自分から  みんなで  一歩前進 

重点項目・重点目標 

 

 
 

重点項目・重点目標達成のための学校体制 

〇教職員の姿勢 

⚫ 専門性の向上 

⚫ コンプライアンス意識の

向上 

⚫ 人権の尊重 

⚫ 思いやりと感謝の気持ち 

〇働き方改革の推進  

⚫ 業務改善 

⚫ タイムマネジメントの

見直し 

〇鹿特 C.S.の推進 

⚫ 地域の人材や資源を活

用した取組の年間指導

計画への位置づけ 

⚫ 計画的な情報発信 


